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学位論文題名 Feasibility of short-period, high-dose intravenous methylprednisolone
for  preventing  stricture  after  endoscopic  submucosal  dissection  for
esophageal cancer: a preliminary study. 
本論文の内容は、早期食道癌に対する ESD 後の狭窄を予防する目的で、ステロイドパルス
療法の治療介入を評価した前向き臨床試験（Phase I/II）であり、臨床治療に直結した貴重
な成果と言える。狭窄が高リスクの 11 症例 13 病変で、狭窄率が 54.5％であり、ステロイ
ドパルス療法の狭窄予防効果があったと申請者らは報告している。





と判断できる。さらに、本論文は雑誌 Gastroenterology Research and Practice において、
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